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地質図に関連する国内規格

TS A 0024：2006
地質図－土木地質図に用いる記号，色，
模様，用語及び地層・岩体区分の表示とコード群

TS A 0019：2006
地質図－記号，色，模様，用語及び地層・岩体
区分を示すコード群

TR A 0018：2003
地質図－ベクトル数値地質図の品質要求事項

JIS A 0204：2002
地質図－記号，色，模様，用語及び凡例表示

産総研
で検討

全地連
で検討
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国内規格の関係

JIS A 0204 ：2002
地質図に用いる地質図に用いる記号群記号群（記号、文字記号、（記号、文字記号、
色、模様など）とその記述方法、凡例表示色、模様など）とその記述方法、凡例表示

TS A 0024 ：2006
土木地質図に用いる土木地質図に用いる記号群とコード群記号群とコード群

TS A 0019 ：2006
地質図の記号、色、模様、用語、地層・地質図の記号、色、模様、用語、地層・
岩体区分などの主題属性の岩体区分などの主題属性のコード群コード群

引用 TR A 0018 ：2003
ベクトル数値地質図の品質ベクトル数値地質図の品質を確保する上を確保する上
で必要な基本的事項で必要な基本的事項

引用

引用引用

将来的
にJIS化
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参考：地質図に関連する国際規格(ISO)

ISO/CD TS 14689-2
Geotechnical investigation and testing - Identification and classification of rock - Part 2:Electronic exchange of data on 
identification and description of rock 
地盤調査と試験法 −岩の判別と分類 第2部：岩の判別と記載におけるデータの電子変換

ISO 14689-1
Geotechnical investigation and testing - Identification and description of rock -- Part 1:Identification and description 
地盤調査と試験-岩の判別と記載-Part1:判別と記載

ISO/CD TS 14688-3
Geotechnical investigation and testing - Identification and classification of soil - Part 3: Electronic exchange of data on 
identification and description of soil 
地盤調査と試験法 −土の判別と分類 第3部：土の判別と記載におけるデータの電子変換

ISO 14688-2
Geotechnical investigation and testing -- Identification and classification of soil -- Part2:Classification principles and 
quantification of descriptive characteristics
地盤調査と試験 -土の判別と分類- 第2部：分類原理

ISO 14688-1
Geotechnical investigation and testing -- Identification and classification of soil -- Part 1:Identification and description
地盤調査と試験 −土の判別と分類- 第1部：判別と記載

ISO 710 Part1～7
Graphical symbols for use on detailed maps, plans and geological cross-sections
詳細な地図、平面及び地質断面図に用いる図式記号
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TS A 0024の概要(1)

• 名称
– 地質図－土木地質図に用いる記号，色，模様，用語及び
地層・岩体区分の表示とコード群

• 英文名称
– Geological map - Symbols, colors, patterns, terms, 

geological units, and codes for engineering geological 
maps 

• 規格概要
– 土木地質図に用いる記号群（記号，文字記号，色，模様
などを含む。）とその記述，表記及び表示法（用語を含
む。），及び主題属性を示す主題属性コード群（定義，記
述，表記及び表示法を含む。）について規定。
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TS A 0024の概要(2)

• 原案作成団体

– （社）全国地質調査業協会連合会

– （独）産業技術総合研究所

– （独）土木研究所

• 原案作成委員会の構成メンバー

– 委員会名称：土木地質図標準情報原案作成委員会

– 委員長：平野勇 土木研究所地質官

– 委員：国交省、農水省、地盤工学会、
応用地質学会ほか産学官から16名の委員

– 事務局：全地連
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TS A 0024の概要(3)

• 原案作成委員会
– 第1回：2004年12月9日
– 第2回：2005年2月9日
– 第3回：2005年5月18日

• 日本工業標準調査会標準部会
土木技術専門委員会議（審議）
– 2006年2月3日

• 公表年月日
– 2006年6月20日
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TS A 0024の制定プロセス

JISの制定等のプロセスは？

日本工業標準調査会ホームページより抜粋（http://www.jisc.go.jp/）

土木地質図標準情報
原案作成委員会

標準部会
土木技術専門委員会

2006年6月20日
TS公表
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TS A 0024の閲覧方法(1)

TS A 0024の閲覧方法は？

•日本工業標準調査会
ホームページ
（http://www.jisc.go.jp/）
から閲覧可能

• “TS/TR検索 ”画面から
”A0024”を検索

• PDF閲覧のみ

印刷・保存は不可
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TS A 0024の閲覧方法(2)

TS A 0024の閲覧方法は？

•日本規格協会ホーム
ページ
（http://www.jsa.or.jp/）
から購入可能

• “JIS検索 ”画面から
”A0024”を検索

• PDFファイルまたは冊子

の購入
価格：4,410円（税込み）
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TS A 0024の内容(1)

• 土木地質図の表示
– 記号

– 色、模様

– 用語

– 凡例表示 など

• 土木地質図のコード群
– 地質時代

– 岩石・土（堆積岩、火成岩、変成岩、土、その他）

– 鉱物、鉱産物、化石 など

TS A 0024の内容（規定内容、特徴）は？

TS A 0024の特徴は
基本的には、JIS A 0204，TS A 
0019を踏襲しているが，土木・建設分

野で用いることの多い軟質な土質地
盤の区分，風化・変質区分，ボーリン
グ位置・地下水位・調査試験及び試
料採取の位置など，土木地質図独自
の項目を追加規定している
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TS A 0024の内容(2)

TS A 0024の内容（目次構成）は？
序文
1. 適用範囲
2. 引用規格
3. 定義
4. 土木地質図に用いる記号群
4.1 一般的事項
4.2 断層の表示
4.3 風化及び変質の表示
4.4 岩盤分類の表示
4.5 物性値の表示
4.6 簡略柱状図の表示
4.7 調査位置などの表示

5. 土木地質図に用いる主題属性コー

ド群

5.1 一般的事項

5.2 工学的地質区分名

5.3 工学的地質区分の種類を示す

コード
5.3.1 一般的事項

5.3.2 たい積岩の種類を示すコード

5.3.3 火成岩の種類を示すコード

5.3.4 変成岩の種類を示すコード

5.3.5 土の種類を示すコード

5.3.6 その他の工学的地質区分を示すコード

5.4 地質学的属性を示すコード
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TS A 0024の内容(3)

主題属性コードとは？
• 地層・岩体名

• 工学的地質区分名

• 地層・岩体又は工学的
地質区分の模様

• 地層・岩体又は工学的
地質区分の色

• 形成年代上限

• 形成年代下限

• 変成年代上限

• 変成年代下限

• 地層・岩体区分

• 岩相1
• 岩石1
• 変成岩岩相1
• 変成岩岩石1
• 鉱物1-1
• 鉱物1-2
• 鉱物1-3
• 鉱物1-4

最大5つの
岩石を繰返
し記述でき
る

主題属性コードと
は、地層・岩体を
区分する（特徴づ
ける）属性コード
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TS A 0024の内容(4)

どんな種類のコードがあるのか？

• 模様コード

• 色コード（YMC）

• 地質時代コード

• 地層・岩体区分単位
コード

• 鉱物コード

• 鉱産物コード

• 化石コード

• 堆積岩岩石コード

• 堆積岩岩相コード

• 火成岩岩石コード

• 火成岩岩相コード

• 変成岩岩石コード

• 変成岩岩相コード

• 土コード

• その他コード

岩石、土、鉱物な
ど様々なコードが
定義されている
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TS A 0024の内容(5)

コードの数はどれくらい？（岩石・土の場合）

コードの数の合計
は1563。
すなわち、岩石・土
は、1500種類以上

に区分されている。
ただし、土木地質
図によく用いられる
ものはこのうち、
300種類程度。
また、半分の150種
類は土コードが占
める。
ちなみに、地質時
代は194、鉱物は
300種類のコード。46その他コード

262土コード

34変成岩岩相コード

143火成岩岩相コード

264堆積岩岩相コード

21変成岩岩石コード

562火成岩岩石コード

231堆積岩岩石コード
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TS A 0024の内容(6)

地質図 凡例

ｔｌ

ｔｒ

Po

Qp

Gｒ

崖錐堆積物

段丘堆積物

ひん岩

石英斑岩

花崗岩

完新世

更新世

古第三紀～
白亜紀

白亜紀

主題属性コードの記述例は？
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TS A 0024の内容(7)
主題属性コードの記述例は？

100000100
（グリーン）

000082027
（カーキ）

地層・岩体又は工
学的地質区分の色

－111000000
（崖錐堆積物）

岩相1

209124503（ひん岩）－岩石1

2100000 （白亜紀）1101000 （完新世）形成年代下限

1220000 （古第三紀）1101000 （完新世）形成年代上限

ひん岩崖錐堆積物工学的地質区分名

ひん岩 （古第三紀

～白亜紀）
崖錐堆積物

（完新世）
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TS A 0024の内容(8)

10000040013030段丘堆積物

21014100031050安山岩

31050010ホルンフェルス

21102030042030凝灰岩

20912220032110花崗岩

12110000220130石灰岩

11120000220020砂岩

54013100008200シラス

53112000001500砂礫

新コード（TS）既存コード岩石・土の名称

既存コードとの関係は？（電子納品要領(案)の例）
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標準化の目的(1)

なぜ、標準化が必要なのか？

異なる作成者、異なる利用者間で地質図の情報を
正確に伝達するためには、地質図に記載される要
素（主題属性）について、情報処理技術に基づい
た適切な標準を定め、運用する必要がある。

電子納品の進展に伴い、調査、設計、施工及び維
持管理の各段階で、電子化された地質図の利用
が具体化し始めており、電子化に関する体系化し
たルールが必要。

電子データを正し
く交換するために
は、一定のルール
のもと、情報を正
規化する必要があ
る。

情報を正確に伝達する手段としては、地質図に記
載される要素（主題属性）をコードまたはシソーラ
ス（意味で整理した辞書）で正規化する必要がある。

ルールづくりに当たっては、体
系化が特に重要。関係者の
合意を得るため、既往のルー
ルも参考とすべき。

シソーラスとは、単語の上位
／下位関係、部分／全体関
係、同義関係、類義関係など
によって単語を分類し、体系
づけた辞書のこと。

電子データをターゲットとした
標準を定めている。
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標準化の目的(2)

正規化とは何？正規化する意味は？

将来的には、用語、表記の
統一によって問題が解消さ
れることも考えられるが、統
一されていない過去のデー
タを利用するとき、問題が顕
在化する。

岩石・土の名称を記載する場合、表記ゆれがある。

○ 礫まじり粘土、礫混じり粘土、礫混り粘土、
レキ混じり粘土、れきまじり粘土

岩石・土の名称には同義語・類義語が存在する。

○ ドレライト ＝ 粗粒玄武岩
○ 粘板岩 ＝ スレート

正規化してい
ないデータを
検索しても、必
要な情報をき
ちんと抽出で
きない。

人間が見れば、同じものだと理解できるが、コン
ピュータ（ソフトウェア）では違うものだと認識する。
コードまたはシソーラスで正規化して、同じもので
あることを定義しておく必要がある。

コードの場合、ドレライト、粗
粒玄武岩を209125503とい

う同一コードで表現する。
シソーラスの場合、ドレライト、
粗粒玄武岩は同義語である
ことを辞書で定義する。



23

標準化の目的(3)

コードとシソーラスのどちらが良いのか？

コンピュータの能力が低
い時代では、コードの優
位性が高かったが・・・

コードとシソーラスは、一長一短。

コードの場合、人間の目には意味不明の数字、アル
ファベットの羅列であるが、シソーラスでは意味のあ
る言葉で表現される。
シソーラスの場合、辞書登録されていない単語は正
規化されないが、コードはデータ作成のとき付与さ
れるため、その時点から正規化される。

TSではコード

を採用してい
るが、コード、
シソーラスのど
ちらでも体系
化が重要。

シソーラスの場合、同義
語・類義語・表記ゆれ語
などの辞書を準備してお
けば、コンピュータが勝
手に判断・処理してくれる。

コードの場合でも、ソフト
ウェアがデータ入力・表
示時にコード-文字列変

換するので人間がコード
を意識することはない。

TSではコードを採用。

TS A 0019、地質・土質調査成果電子納品要領(案)
ではコードを採用しており、関係する標準と整合を
図っている。
コードは、相関解析などの統計処理に活用しやすい。
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標準化の目的(4)

全ての岩石・土をコード化できるのか？ 今後、どこまで細
分化したコードを
準備するかは、地
質図の縮尺等も
関連する。
大縮尺の地質図
は、岩石・土が細
区分されており、
より細かなコード
が必要となる。

現時点では、全ての岩石・土をコード化できない。

現場レベルでは、風化花崗岩、細粒花崗岩を細分
する必要があるが、現在のコード体系では花崗岩
コード“209122200”しか準備されていない。風化花

崗岩、細粒花崗岩を細分化して表現できるコードは
ない。

今後、“風化”、“細粒”などの形容詞句をどのように扱う

のかがポイントとなる。

現時点では、“花崗岩”コードを付与することで統一
的な分類を行うが、現場レベルのデータ交換では
“風化花崗岩”、“細粒花崗岩”など文字によることと
している。
将来的には形容詞句の正規化（コード化?）も検討

テーマとなる。

国土交通省の地質・土質
調査成果電子納品要領
(案)でも同様の考え方。

コードと文字列をセットで
データ交換対象としてい
る。
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土木地質図JIS化：今後の課題

• 解説本の発行

• 電子納品要領(案)での採用

• テンプレートの配布

標準仕様書(TS)のJIS化標準仕様書(TS)のJIS化

• 土木地質図の名称の審議

• 土木地質図へのコード適用性検証

TS(JIS)の普及に向けた取り組みTS(JIS)の普及に向けた取り組み

まずは、原案作成委員会を立
ち上げ、来年度のJIS化を目

指す。
TSの審議では、土木地質図

の名称が問題となったため、
見直しを含め検討を行う。
また、土木地質図に記載され
ている岩石・土、地質時代等
を新しいコード体系で表現で
きるか実証実験する。

TS、JISは難解、規格間の参照関

係あり、高価などの問題がある。分
かりやすい、これ1冊で大丈夫とい
う解説本を発行する。また、TS本
体(4,410円)より安い価格を目指す。

コード体系を広く浸透させるため、
電子納品要領(案)で採用されるよ

うに関係機関へ働きかけを行う。
既存コードから新しいコードにス
ムーズに移行できるように、ソフト
ウェアに実装するコードのテンプ
レートを準備・配布する。
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2. 地質情報管理士資格
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目次：地質情報管理士資格

• 地質情報管理士資格
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– 地質情報管理士の内容

– 今後の課題
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地質情報のエラー

地質情報に含まれるエラーとは？

電子納品以前から存在するエラー
•技術力不足、調査不足に起因した
地質解釈の誤りなど

電子納品以降、発生
したエラー
•ファイル自体が存在しない
•違うファイルが登録されている
•データの未入力、入力ミス

電子データ独自のエラー

紙、電子データ共通のエラー

調査 件 名 整理 年 月日

整理 担 当者

試     料 　    番    　 号

（深 　　 　 　　 　 　さ ）

湿  潤  密  度  ρ t  g/c m
3

1 .95 3 1 .77 1 1 .68 5

乾  燥  密  度  ρ d  g/c m
3

1 .65 2 1 .24 1 1 .09 2

土粒 子の 密 度 ρ s  g/c m
3

2 .67 2 2 .68 7 2 .66 3

自然 含水 比 　 w n　   ％ 18.2 4 2.7 5 4.0

間   隙   比       e                0 .16 7 1 .16 5 1 .43 9

飽   和   度 　 S r　  　 ％ 78.8 9 8.5 9 9.9

石       分 (74 m m以 上 )％ 0.0 0.0 0.0

礫       分 (2～ 75 mm )％ 28.5 0.0 0.0

砂       分 (0.075m m～ 2mm)％ 4 5.9 2 4.3 8.0

シ  ル  ト 分 (0.005～0.075mm)％ 2 0.4 5 6.5 5 7.5

粘   土   分 (0. 00 5m m未 満 )％ 5.2 1 9.2 3 4.5

最  大  粒  径 mm 19 .00 0 0 .85 0 0 .25 0

均   等   係   数   U C 5 9.0

液性 限界 w L     ％ 48.3 6 6.7

塑性 限界 w P     ％ 27.6 3 2.9

塑性 指数   I P 2 0.7 3 3.8

細 粒 分質 礫 質

砂
砂 質粘 土

粘 土 （高 液 性

限 界 ）

分   類   記   号 SFG CLS CH

試  験  方  法 段 階載 荷 段 階載 荷

圧  縮  指  数   CC 0 .39 5 0 .59 5

圧密 降伏 応 力p C kN /m
2

110 152

一 軸圧 縮強 さ q u kN /m
2

75. 2 99. 5

C D三 軸 UU三 軸 UU三 軸

  c   k N/m 2
36. 9 40. 2 51. 3

 φ 　 　° 37.4 0 5 .40 1 .50

 c'  kN/ m2

 φ '  　  °

特記 事 項

土 質 試験 結 果 一覧 表 （ 基礎 地 盤 ）

分

類

圧

密

一

軸

圧

縮

ｺ

ﾝ

ｼ

ｽ

ﾃ

ﾝ

ｼ

|

特

性

一

般

粒

度

地  盤  材  料  の

分    類    名

せ

ん

断

試   験   条   件

全   応   力

有  効  応  力

データシート

○○試験

ボーリング柱状図

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

これが問題
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電子納品データのエラー原因

電子納品データは、なぜ、エラーが多いのか？
データ作成者が電
子データに不慣れ

電子納品要領？
XMLデータ？

難しい・・・
よく分からん

ソフトウェアのバグ

もしかして、ソ
フトのバグ？

実際は、ソフトウェアのバグに
起因するデータエラーが存在
するが、気がつかない
そもそも、入力ソフト自体ない
ことも・・・

データチェック
を行うための
ツールがない

現場におけるデータ取得か
ら成果品作成までの途中
段階で実施されていた紙出
力によるチェックが省略さ
れている

現場のロガーデー
タから一発で電子
納品データを作成
できるけど・・・

データチェックを
行っていない

データチェック
の時間がない

ERROR

効率化は必要だが、機械を
過信しすぎると・・・
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電子納品データのエラーの種類

具体的にどんなエラーがあるのか？

入力・転記ミス変換ミス 誤った地質解釈入力し忘れ

想定されるデータ作成時のエラー要因

経緯度が違う 標高が違う

空白部分がある 土質・岩石区分が違う試験値が違う 誤った記載

コードが違う

測地系
変換ミス

標高基準
変換ミス

桁誤り 符号逆転
ヒューマンエラー、マ
シンエラー、システム
エラーなど、様々な要
因が考えられる。

ファイル操作ミス

コード変換
ミス

誤字・脱字データ出力
エラー

入力し忘れ
誤ったデータ
消去

単位換算
ミス 桁誤り

コード変換
ミス

転記
ミス

コード選択
ミス

解釈ミス
データ不足

解釈ミス
データ不足
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電子納品データのエラー削減対策(1)

どうすればエラーが減らせるのか？ エラーには色んな種
類・原因があるから、エ
ラーごとに対策が必要。
制度面、ソフト面、教育
面でそれぞれカバーし
なくては。
対策を周知・徹底する
ための広報・普及活動
も重要。

入力ソフトの
改善

チェックツール
の充実

電子納品の
教育・訓練

チェックの励行

検定制度

照査の実施資格制度

チェックマニュア
ルの整備

ルールづくり

官で実施

民で実施

新技術開発

地質調査技術
の教育・訓練
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電子納品データのエラー削減対策(2)

制度面からのエラー削減対策とは？

• 照査技術者資格制度

検定制度検定制度

• 調査・試験機器類の検定制度

• ソフトウェアの検定制度

• データの第三者機関検定制度

資格制度資格制度

地質情報管理士は、電
子納品データの照査技
術者の役割も想定して
いる。
なお、地質情報管理士
の役割は、他にも多数
ある。

• 官側での検定・資格制度運用の義務化(通達、省令)
• データチェックに関する技術仕様、運用ガイドライン策定

運用をカバーする制度運用をカバーする制度
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電子納品データのエラー削減対策(3)

電子納品データの照査とは？

成果品の内容(中
身)自体のチェック

は、これまでのや
り方で問題ないと
すると・・・
電子データの
チェックを担当す
る技術者が必要
となる。

これまで、紙の報告書は照査技術者などによって、
その内容がチェックされていたが・・・
いま、電子データはチェックされているのか？

紙と電子データの内容は同じものか
電子データが電子納品要領(案)に従い

正しく作成されているか

電子データのチェックを行う技術者が必要。

地質情報管理士
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地質情報管理士資格：設立の背景

地質情報をとりまく環境は？

検索・閲覧・加工など情報の
再利用の観点から地質調査
で得られる「情報」の存在価
値がより大きくなっている。

省庁・自治体で地質情報の公開に向けた動きが
活発化しつつある
・千葉県，島根県，横浜市で公開済
・国土交通省で平成19年度に公開予定

電子納品の進展に伴い、地質調査の成果は、印
刷物から電子データの形態に急速に変化している

地質情報の活用は電子データの信頼性が保障さ
れることによって成り立つ
地質情報の信頼性を確保することは、地質情報を
扱う技術者の責務といえる

地質情報が知的公共財（国
民が共有する知的基盤）とし
て広く活用されようとしている。

地質調査業者の果たす役割
の重要性は、今後さらに増
すこととなる。

地質情報は、今
後、「使う(使われ
る)」時代へ。
「使う(使われる)」
ためには、情報
の信頼性が重要。
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地質情報管理士資格：設立までの経緯

これまでの活動内容は？

昨年から関係委員会で新資格の審議・検討
日本情報地質学会とも連携

「地質情報管理士資格」の設立

全地連では、これまで
地質データの情報化に
関して様々な取り組み
を実施している。
例えば、
・建設省の地質データ
ベース事業に関し、
（財）日本建設情報総
合センターを通じて協
力
・電子納品標準の提案
・「Web-GIS版電子納

品統合管理システム」
の開発
など・・・

全地連では、地質調査データの情報化、地質情
報のより高度な利用による業務範囲の拡大を目
指して、早期から次の取組みを実施
（１）データベースへの対応
（２）CALS/ECへの対応
（３）次世代CALS・Web-GISへの対応
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地質情報管理士の要件

地質情報管理士に求められるものは？

現場で取得した様々なデータ(情報)類を電子化した

り、データベースを構築する際に必要な情報処理と
情報管理能力を有する

地質調査業務に精通 地質情報管理士は、
地質調査業務に精
通し、かつ、地質情
報の電子化、利活
用に必要な情報処
理・管理能力、品質
管理能力等を有し
ていることが条件。電子成果品として納品する地質情報の品質管理能

力を有する

GISツールやWeb-GISプラットフォームを活用するこ

とによって地質データの公開や２次利用を図る能力
を有する

GISツールやWeb-GISプラットフォームを活用する

ことによって地質データの公開を行う際に必要な留
意点や建設のライフサイクルにおける下流工程も
含め、情報を再利用する観点から留意しなければ
ならない事項について理解を有する

単に情報技術の習
熟度を問うものでは
なく、地質情報の取
扱いと今後の二次
利用の中心となりう
る技術者に付与す
るための資格制度
と位置づけられてい
る。
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地質情報管理士：資格取得フロー

受験願書の入手・申請
平成18年9月11日（月) 

～ 10月13日（金）

受 験 通 知
平成18年10月27日（金)

事 前 講 習
平成18年10月27日（金)

～ 11月30日（木）

試 験 実 施
平成18年12月 1日（金)

合 格 発 表
平成19年3月1日（木)

登録申請（合格者）
平成19年 3月 1日（木) 

～ 3月30日（金）

地質情報管理士登録
（登録証送付）

平成19年 4月下旬

登録更新
（ ３年毎に登録更新 ）
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地質情報管理士：受験資格

〔所有資格〕
• 地質調査技士－【現場調査部門】【現場技術・管理部門】【土壌・地下水
汚染部門】

• 技 術 士－【建設部門（土質及び基礎）（河川、砂防及び海岸･海洋）】
【応用理学部門（地質）(地球物理及び地球化学)】

• ＲＣＣＭ－【専門技術部門（地質）（土質及び基礎）】
• ＣＡＬＳ/ＥＣエキスパート

上記のうち、いずれかの資格を有する者

〔経 験〕
地質調査業務に精通し、地質調査報告書の電子納品の経験やCALS/EC
の普及活動経験（関係委員会委員・講習会講師等）が過去に5件以上ある

者
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地質情報管理士：要求される技術

1) 地質調査の現場実務の経験があり、現場管理・品質管理・工程管理ができる。

2) CALS/ECに関する理解と地質調査報告書の電子納品の実務経験があり、電子納
品する情報の品質管理ができる。

3) 地質情報とそのデータベース化に関する理解と基礎知識があり、かつ品質管理が
できる。

4) GIS（WEB-GISを含む）に関する理解があり、地質情報や地形情報などをGISで
可視化するための基礎知識を有する。

5) 新旧測地系に関する基礎知識を有し、位置情報を正確に評価できる。

6) 電子認証や電子公証制度に関する基礎知識を有する。

7) JIS、ISO等で規定されている地盤情報を正確に理解して、実務に利用することが
できる。

8) 情報を取り扱う上で必要な留意事項について理解を有する。
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地質情報管理士：試験内容

試験時間および試験方法：
【試験時間】 午前-90分、午後-90分
【試験方法】 午前-択一式、午後-記述式

試験内容および配点：
＜１０：３０－１２：００＞ ９０分
第１部 測量、地理、GIS、地質情報、電子認証等電子情報関連知識

四肢択一式 20問 40点
第２部 地盤情報、電子納品等電子情報専門知識

四肢択一式 20問 40点
＜１３：００－１４：３０＞ ９０分
第3部 電子情報全般 空欄記述式（穴埋め式） 10問 20点
第4部 電子納品実務 (1)20点 (2)20点 計40点

(1) 空欄記述式（穴埋め式） 10問 20点
(2) 論述式（10問出題し、2問選択し解答） 各10点 計20点
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地質情報管理士：事前講習、登録更新

事前講習：
【事前講習期間】 平成18年10月27日（金)～11月30日（木)
【事前講習方法】 e-Learningシステムを利用した自己学習

登録更新：
【登録更新手続き】 ３年ごとに実施
【登録更新の要件】 継続教育制度（ＣＰＤ）を活用

登録更新するまでの３年間に更新に必要な継続教育を６０単位
（ＣＰＤＨ単位）取得した場合、登録更新できる

【対象となる継続教育（具体例）】
[講習会の受講] CALS/EC講習会、電子納品講習会、ＧＩＳ関連講習会
[普及活動] 関連委員会の委員、関連講習会の講師

【ＣＰＤＨについて】
ＣＰＤＨは、（社）日本技術士会の指標に準じて自己管理し、その結果を
登録更新時に全地連へ報告
全地連では、自己管理のツールとして、土質・地質技術者の生涯学習
ネット（ジオ・スクーリングネット）を用意



42

地質情報管理士資格：今後の課題

民間資格から公的に認められた資格へ民間資格から公的に認められた資格へ

• 地質情報管理士が電子成果品の照査技術者の資
格条件として位置づけられるなど、公的に認められ
た資格になるように関係機関へ働きかけを行う

「地質情報管理士」は、今
後の地質情報の二次利
用の中心となる技術者と
なるべく、全地連としてス
テータス向上に向けた取
り組み、教育等を行う。

• 電子納品、データベース、WEB-GIS、電子認証など
地質情報関連技術に関する各種講習会等を開催

継続教育のサポート継続教育のサポート
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さいごに：地質情報管理士資格検定試験

【試験日】 平成18年 12月 1日（金）

【試験地】 東京会場（東京都中央区八丁堀）
大阪会場(大阪府大阪市西区)

【受験料】 １２,６００円（消費税込）
【更新料】 ８,４００円（消費税込）

【受験願書受付期間】
平成18年9月11日（月)

～ 10月13日（金）

【受験関係書類】
(1) 受験願書
(2) 資格証明書
(3) 写真
(4) 受験料振込領収書

「地質情報管理士」の検
定試験申込みは、全地
連ホームページ
(http://www.zenchiren.o
r.jp/)から。

受付はもう始まっている。
今すぐ、申込みしよう！


